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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・１１月３日の北病棟のスタッフスケジュール作成しましたので、各自確認しておいて下さい。

＜患者様連絡事項＞

・小坂　君子様～右膝の疼痛訴え、主治医よりナパゲルン軟膏（鎮痛消炎剤）処方

となっています。「以前膝に水が溜まった事がある」話され現在

はサポーターを使用されている事もありますが、買い物等の歩行状況に変化は認められません。昨日の日勤帯で「ご飯を食べると眠くなって、体力が落ちる。」と認知能力の障害と考えられる発言聞かれています。適度な運動の必要性について認識できるよう、又右膝の疼痛時には軟膏を塗布し、歩行の様子や患部の観察と確認をしていきましょう。

・坂本　のり子様～ロッカーの鍵が開かないとの事で、修理依頼していましたが本日

　　　　　　　　　終了しています。ロッカーの中でピンが引っかかり開かなかった

　　　　　　　　　そうです。衣類など沢山入れている事がありますので、ロッカー

　　　　　　　　　の使用方法を含めた私物管理への介入を行っていきましょう。

・駒木　学様～昨日の診察時主治医より料理教室に参加するよう勧められ、ご本人も了解し、次回の１１月８日（水）より導入となります。

・上久保　善郎様～個人でスポーツ新聞購読されていましたが、１１/７で購読終了となります。

＜皮膚科診察＞

・三上　勇様～後首部に癤があり、本日昼～サワシリン４Ｃａｐ　４×１　５日分

臨時処方となっています。来週の月曜日、東病棟の診察日に受診

予定としています。

　　　　　　　内服薬ケルガー１Ｔ　１×朝食後からタベジール２Ｔ　２×朝夕に

来週水曜日の朝から変更になります。処置部分の皮膚の状況や掻痒感の変化について観察・確認し、保清への認識を深めるよう更衣や洗濯状況についての評価をすすめていきましょう。

・田野畑　忠夫様～本日ベンチ腫を削っています。

　・日向端　庸男様～本日ベンチ腫削る予定でしたが、硬くなっている為１１/７（火）

　　　　　　　　　　準夜帯で、スピ－ル膏を大きめに貼る様指示が出ています。

　

・伊藤　雄一様～内服薬ケルガー１Ｔ　１×朝食後　継続処方となっています。

・山火　るい子様～右足の第５趾間ベンチ腫あり、アズクロ軟膏１回／１日塗布の指示が出ています。

＜安ヶ平Ｄｒ診察報告＞

・三上　勇様～昨日、排便の際にティッシュに出血が見られた事を報告し、本日、

　　　　　　　ネリプロクト軟膏　１×１　７Ｔ　処方となっています。出血の状況の観察・確認と保清への認識を深めるよう関わっていきましょう。

・田野端　忠夫様～診察時に胃部不快訴えられ、ＦＫ散　３Ｐ　３×７日分

臨時処方となっています。状態変化による不定愁訴も考えられますが、食事摂取状況や胃部不快等身体不調について観察・確認していきましょう。

・滝田　英人様～診察時独語ある為、リスパダール３Ｔ　３×～６Ｔ　３×に増薬

となり、ヒベルナ　３Ｔ　３×が止めとなります。次回の定期薬

より変更となります。日課の取り組み状況・独語・気分変動・睡眠状況や睡意の変化について観察・確認しながら生活リズムを整える必要性について認識出来るよう関わっていきましょう。

＜注目患者様ケア状況＞

・本田　英之様～１１／１２（日）に青森にて行政書士の試験があるとの事で、外泊

希望の話を担当医にされています。スタッフより時間等確認するも

「何時に終わるか分からないから」と曖昧な発言聞かれています。

現在は担当スタッフと病棟での生活設計、日課表について話し合い

ご本人が日課表を作成しています。昨日はＤＶＤを観たいからと

ご家族よりノートパソコンを持ってきて貰っていますが、医師への

確認、ＧＯＭの確認が必要である事を伝え、スタッフオフィスにて

一時的に預かりとしています。症状管理に対する認識に乏しい様子が伺えますので治療目的について確認しながら、生活リズムが安定出来る様に関わっていきましょう。

生活能力の中で、自分の意志を相手にきちんと伝えられない事も問題点となっています。父親をはじめとする対人交流能力の回復へのケアを担当スタッフはすすめるようにして下さい。

· 駒木　学様～睡眠不安定続いている為、ロヒプノ－ル（１）催眠安定剤が１Ｔ→

２Ｔへと増薬となっています。問診時に青山荘入所が自分の思っ

ていたより長引くと聞いてショックだと話され、落ち込んでいる

様子みられていました。スタッフとの会話中に「ぶっ殺すと聞こ

えた？」と尋ねる事ありますが、準夜帯ではナイトプログラムに

参加出来ています。間食については自らインスタント類ではなく

お菓子を食べる事にしたと話し、落ち込んでいる様子みられませ

んでした。間食の量については詳しく話されていませんが、食べ

た分は消費できるように運動をするように促していきましょう。

また最近では本田様との交流もあり、散歩へはいつも一緒に出か

けられています。日中のプログラムへの取り組みや間食摂取状況、夜間の睡眠状況について観察・確認し、自身の疾病に対する認識を深め、今後へ向けて現実的な生活設定が出来るよう関わっていきましょう。

＜学術発表練習＞

・学術の発表者（荒木田Ｎｓ）が読み合わせを行い、時間を計って練習しています。


































